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サッカーにおけるディフェンスプレーヤーの判断基準の検討
−ディフェンシブゾーンへのパスに着目して−
A study on playing patterns of defense player in soccer games. 
−Focus on pass to the defensive zone−
岩本　哲也，吉田　久士
Tetsuya  IWAMOTO  and  Hisashi  YOSHIDA
Abstract
 The purpose of this study was to analyze the playing patterns of defense players 
in all games in 2006 FIFA World Cup Germany™ and to utilize the results for 
coaching defense players. The sixty four games were recorded on VTR and actions 
of defense players in three defensive zones were separately analyzed.
　The analysis revealed the actions of defense players were different among the 
zones, suggesting that they selected their play according to the zones. The defense 
players of best eight teams tended to force the offense players to move either side 
and to make a pass. In contrast, those of other teams tended to allow the offense 
players to position in the center space for passing.
　These results suggested that in order to reduce lost points, it is important for 
defense players to drive offense players into side spaces.
Ⅰ．はじめに
サッカーの試合は、得点を奪う事を目的として
いる。しかし、サッカーではバスケット、野球、
ラクビーなどの他の球技のように、１回の攻撃で
複数点を奪うことは不可能である。試合に勝つた
めには相手チームよりも１点でも多く得点する必
要がある。高橋6）は、なぜサッカーの試合では得
点が少ないかというと、サッカーでは手と腕の使
用が禁じられ、頭、胴体、脚、足でボールを扱う
ことがルールで決められているためであり、従っ
て、サッカーにおける１得点は、他の球技よりも
ウエイトが大きいとしている。つまり、サッカー
では得点をする難しさがあり、１得点の重みが他
の球技とは異なるといえる。
失点をせずに優位に試合を進めていくには、前
線から相手の攻撃に制限を加え、前線から守備を
行うことが重要であり、ディフェンスラインの背
後に広がったスペースにパスが出された際に相手
のプレーヤーに先んじてボールをコントロールす
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ることによって、攻撃を阻止することが可能とな
る 2）4）。また、タッチライン等に蹴り出し相手チ
ームにスローインやコーナーキックを与えること
で、相手チームの攻撃を断ち切ることが出来る3）。
それらによって、自チームの守備体制を整えるこ
とが可能となる。
サッカーにおいてオフェンスはディフェンスラ
インを崩すために複雑で非常に流動的な動きが多
い。そのためディフェンスには、オフェンスに対
応した、連携したプレーが求められる。しかし、
このようなディフェンス時の対応行動に着目した
研究は少ない。
そこで本研究では、得点が奪われやすいゴール
エリア付近におけるディフェンスプレーヤーの判
断が失点の減少に結びつくと考え、2006 FIFA 
World Cup Germany™の64試合を対象にディフ
ェンスプレーヤーのプレー傾向を分析し、サッカ
ーの指導の現場におけるディフェンスプレーヤー
への指導に有用な資料を得ることを目的とした。
Ⅱ．方　法
１．対　象
2006 FIFA World Cup Germany™全64試合を
対象とした。
２．調査方法
2006 F IFA Wor ld 
Cup Germany™の開催
期間中（2006 年６月９
日～７月９日）に衛星放
送で配信された国際映像
をDVD-Rに録画し、３．
に示す分析項目に従って
データを抽出した。 抽
出された場面を繰り返し
再生しながら、記録用紙
にデータを記録した。
３．分析項目
１）時間帯
２）オフェンス側にパスを出させたエリア
３）侵入させたエリア
４） ディフェンスプレーヤーのファーストタッ
チ時の体勢
５） ディフェンスプレーヤーがボール処理を行
った部位
６）ディフェンスプレーヤーのボールタッチ数
７） ディフェンスエリアに侵入したパスへのプ
レッシャーの有無
８）クリア後の展開
　　①展開エリア
　　②クリアボール後のボールキープ
９） ディフェンスプレーヤーによるボール処理
の方法（GKによる処理を含む）
10） ディフェンスプレーヤーによるボール処理
の方法（GKによる処理を除く）
４．分析における定義
１） オフェンス側にパスを出させたエリア（図
１）ディフェンシブゾーンエリア5）以外を
J-Sの7エリアに分割した。
２）侵入させたエリア（図１）
　　 ディフェンシブゾーンエリア 1） を A-Lの
図１　エリアの分割
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12エリアに分割した。
３）攻守の関係
　　 ディフェンシブゾーン以外からパスを出し
たチームをオフェンス側とし、ディフェン
シブゾーンでボールに先に触れたチームを
ディフェンス側とした。
４）ディフェンシブゾーン
　　 攻撃方向より自陣ゴールラインから27.5m
の範囲をディフェンシブゾーンとした。
５）統計処理
　　 ディフェンシブゾーンであ
る B～Lのエリアをペナル
ティーエリア内（B-G）、ペ
ナ ル テ ィ ー の 両 サ イ ド
（H-I）、 およびペナルティ
ーエリア前（J-L）の３つの
エリアに分け、カイ二乗検
定による比較を行った。同
様にカイ二乗検定により予
選リーグと決勝トーナメン
トの比較を行った。 また、
決勝トーナメント進出上位
８チームと下位８チームの
平均値の差の比較には、対
応のない T検定を用いた。
いずれの検定も有意水準は
５%未満とした。
Ⅲ．結果及び考察
１．予選リーグにおけるディフェ
ンス
予選リーグにおけるオフェンス
側にパスを出させたエリアについ
て図２に示した。エリアH-Iでは、
エリアMからのパスが48回（25.5
％）と最も多かった。一方、エリ
アJ-LではエリアNが104回（17.5
％）と高い値を示し、また、エリ
アB-Gにおいても104回（21.3％）と高い値を示し、
ディフェンシブゾーン間で有意な差が認められた
（p<0.05）。以上のことから、これらのエリアでは
中央のエリアにオフェンスプレーヤーを追い込ん
でパスを出させていたと考えられる。
２．決勝トーナメントにおけるディフェンス
決勝トーナメントにおけるオフェンス側にパス
を出させたエリアについて図３に示した。エリア
M から出されたパスは、 エリア B-G で 27 回
図３　ディフェンシブゾーンにおけるオフェンス側にパスを出させたエリア
（決勝トーナメント）
図２　ディフェンシブゾーンにおけるオフェンス側にパスを出させたエリア
（予選リーグ）
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（19.4 %）、 エ リ ア H-I で 14 回
（20.3 %）、 エ リ ア J-L で 31 回
（19.7%）と、どのエリアにおいて
も高い値を示した。しかし、各デ
ィフェンシブゾーン間に有意な差
は認められなかった。予選リーグ
に比べ、決勝トーナメントでは、
サイドのエリア Mおよびエリア
Oにオフェンスプレーヤーを追い
込み、パスを出させ、ボールを奪
っていたと推察される。
３．決勝トーナメント進出チーム
の決勝トーナメントにおける
プレー傾向
決勝トーナメントに進出した
16チームのオフェンスプレーヤ
ーにパスを出させたエリアについ
て図４に、侵入させたエリアにつ
いて図５に示した。上位８チーム
ではエリア M が 61 回（21.6％）、
エリアOで76回（26.9％）と､ 共
に高い値を示した。一方、決勝ト
ーナメント１回戦で敗退した下位
８チームでは、 エリア Nが 18回
（19.6％） と高く、 上位８チーム
とは異なる傾向にあった。この傾
向は、チームの守備戦術によるも
のと考えられるが、今大会におい
ては、オフェンスプレーヤーをエリア Mやエリ
アOに意図的に追い込むチームが上位を占めたこ
とが示唆された。かつ同サイドのエリアJ、エリ
アLにおいてボールを奪取していたと考えられる。
一方、下位８チームは、サイドのエリアLからの
パスが９回（8.7％）と低い値を示したことから、
一定のエリアに片寄りがあり、守備バランスが取
れていなかったと推察される。
４．決勝トーナメントに進出チームの全試合にお
けるプレー傾向
上位８チームの全試合におけるオフェンス側に
パスを出させたエリアについて図６に示した。イ
タリアは、エリアMからのパスが25回（25.8%）、
エリアNからのパスが21回（21.6%）とサイドの
エリアで高い値を示し、これはドイツを除く他の
７チームにおいても同様であった。一方、ドイツ
はエリアNからのパスが18回（22.2%）と両サイ
ドのエリアよりも高い値を示した。
図５　決勝トーナメント進出チームにおける侵入させたエリア
図４　決勝トーナメント進出チームにおけるオフェンス側にパスを出させた
エリア
サッカーにおけるディフェンスプレーヤーの判断基準の検討
−ディフェンシブゾーンへのパスに着目して−
27
Ⅵ．総　括
今大会において上位に進出したチームでは、オ
フェンスプレーヤーを両サイドのスペースに追い
込みパスを出させていた。一方、予選リーグおよ
び決勝トーナメント１回戦で敗退したチームは、
中央のエリアからもパスを出させることが多い傾
向にあった。このことから、守備においてはバイ
タルエリアでのディフェンスは必須条件であり、
かつサイドのエリアに渡る幅広いディフェンスを
行えることが、重要であると考えられた。以上の
ことから本研究では、ディフェンスプレーヤーの
集結するゴール前エリアでのボール奪取と合わ
せ、徹底してオフェンスプレーヤーを外側のエリ
アに追い込みボールを奪取することが、失点の減
少に結びつく重要な要因であることが示唆され
た。
図６　上位8チームの全試合におけるオフェンス側にパスを出させたエリア
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